
３ ２２．★★ｘ＝ ３のとき、ｘ＋ｐｘ＋ｑｘの値が４３＋６になる。このとき、

　ｐ、Ｑの値を求めよ。ただし、ｐ、ｑは整数とする。

中学生向け数学        中学校      学年 氏名       

夏休み特集（６）（１、２、３年の完全復習中級以上編） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）★★★（７５点必須） 

１．★★次の式を因数分解せよ。    難易度３（標準） 

１）２ａ２－８ 

 

２）（２ｘ＋ｙ）２－９ 

 

３）ｍｘ＋ｘ－ｍ－１ 

 

４）（ａ－１）２－６（ａ－１）＋９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．次の問に答えよ。難易度３ 

１）★★生徒数が３０人の学級で、２０点満点の小テストを行ったところ、平均は１４点で 

あった。男女別に見ると、男子の平均点は１２点、女子の平均点は１５点であった。 

男子、女子のそれぞれの人数を求めよ。 

 

 

 

２）★★ある学校で、昨年の全校生徒数は８５０人であった。今年は男子が４％、女子が 

３％増えたので合計３０人増えた。今年の男子生徒の数を求めよ。 

 

 

 

４．右の図は、Ａ君が自転車でとなり町まで行き、 

用事をすませて帰ってくるまでのようすを、 

出発後の時間をｘ時間、家からの距離をｙｋｍ 

としてグラフに表したものである。自転車の速さは 

一定として、次の問に答えよ。 

１）★Ａ君の速さは時速何ｋｍか。 

 

 

２）★★ｘとｙの関係を、ｘの変域を分けて式に表せ。 
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３）Ａ君のとなりに住むＢ君はＡ君が出発する３０分前に家を出て同じ道を、時速４ｋｍの 

速さで歩いて、となり町に向かっていた。 

（１）★★上の図にＢ君の進行のようすをかきくわえよ。また、その式を求めよ。 

 

 

（２）★★★Ａ君はＢ君を追い越し、帰りにＢ君に出会う。それはＡ君が出発して何分後と 

何分後ですか。 

 

 

５．難易度３（良い問題、考え方大切） 

右の図のように、∠Ａ＝９０°の直角三角形ＡＢＣの 

頂点Ａから辺ＢＣに引いた垂線をＡＤとし，∠Ｃの二等分線 

と線分ＡＤ，ＡＢの交点をそれぞれＰ，Ｅとする。また、 

∠ＢＡＤの二等分線と辺ＢＣの交点をＦとする。 

このとき、次の問に答えよ。 

１）★★△ＡＦＣは二等辺三角形であることを証明せよ。 

 

 

 

 

 

２）★★二等辺三角形は他にないか。 

 

 

 

６．難易度３（良い問題） 

★★★右の図は、立方体の見取図で、点ＰはＤＨを３等分 

している点である。この立方体をＡＰＧを通る平面で 

きったとき、その切口の図形の辺を図にかきいれよ。 

またその切口の形はどんな形か。 
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問題の解き方と復習のポイント 

１．１）２（ａ－２）（ａ＋２）     ２）（２ｘ＋ｙ－３）（２ｘ＋ｙ＋３） 

３）ｘ（ｍ＋１）－（ｍ＋１）＝（ｍ＋１）（ｘ－１） 

４）（ａ－１－３）２ ＝（ａ－４）２ 

=

/





３ ２２．ｘの値をｘ＋ｐｘ＋ｑｘに代入すると、３３＋３ｐ＋ ３ｑとなり、

　３ｐ＝６、からｐ＝２、３３＋ ３ｑ＝４３からｑ＝１

３．１）１４ ３０＝１２ｘ＋１５ｙ、ｘ＋ｙ＝３０の連立方程式

　　１４ ３０＝１２ｘ＋１５（３０－ｘ）、３ｘ＝３０（１５－１４）、ｘ＝１０

　　男子１０人、女子２０人

２）ｘ＋ｙ＝８５０、　　０．０４ｘ＋０．０３ｙ＝３０の連立方程式

　ｘ ４５０人、今年の男子は４６８人、

４．１）１２ｋｍ
２

ｈ　　　２）０≦ｘ≦ 時間　　　　　　　ｙ＝１２ｘ
３

１
　４０分≦ｘ≦１ 時間　　　　　ｙ＝８

６
１ ５ ５

　１ 時間≦ｘ≦１ 時間　ｙ＝－１２ｘ＋ｂ　にｙ＝０、ｘ＝１ を代入すれば、ｂ＝２２
６ ６ ６

　　　　　　　　　　　　　ｙ＝－１２ｘ＋２２

３）（１）グラフ参照　　　式：ｙ＝４ｘ＋２

２）ｙ＝１２ｘ、ｙ＝４ｘ＋２の連立方程式　

１
　１２ｘ＝４ｘ＋２　ｘ＝ 　即ち１５分後

４
　ｙ＝－１２ｘ＋２２、

　ｙ＝４ｘ＋２　　の連立方程式

　－１２ｘ＋２２＝４ｘ＋２

２０ ５
　１６ｘ＝２０、ｘ＝ ＝ 　　

１６ ４

　１時間１５分後（７５分後）

 

５．１）∠ＡＣＥ＝ｘ°、∠ＣＡＤ＝ｙ°とすると、２ｘ＋ｙ＝９０°・・・・① 

∠ＤＡＢ＋∠ＣＡＤ＝９０°、∠ＤＡＢ＝∠ＡＣＤ ゆえに∠ＢＡＦ＝∠ＦＡＤ＝ｘ°である。 

∠ＦＡＣ＝ｘ＋ｙである。∠ＡＦＣ＝１８０－（ｘ＋ｙ＋２ｘ） 

① より１８０＝４ｘ＋２ｙだから上の式に代入すると 

∠ＡＦＣ＝４ｘ＋２ｙ－（ｘ＋ｙ＋２ｘ）＝ｘ＋ｙ 

となり、∠ＦＡＣ＝∠ＡＦＣである。△ＡＦＣは二等辺三角形である。 

２）△ＡＰＥ   （∠ＡＰＥ＝ｘ＋ｙ、∠ＡＥＣ＝９０－ｘ＝２ｘ＋ｙ－ｘ＝ｘ＋ｙ） 

６．ＡＰＧを通る平面はＦＢを３等分する点Ｒを通る。 

右の図である。ＡＰ＝ＲＧでＡＰ／／ＲＧ同様にＡＲ＝ＰＧで  

ＡＲ／／ＰＧ平行四角形である。右の図∠ＡＰＧは９０° 

でないので長方形ではない。 
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